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　あの未曾有の大災害から、10年が経ちました。

　東日本大震災および福島第一原子力発電所の事故、そして長期の避難生活の

ために命を落とされた方々に、あらためて哀悼の意を表しますとともに、

被災されたすべての方々、未だ避難先にて不自由な避難生活を強いられて

いる方々に、心よりお見舞いを申し上げます。

　また、これまで浪江町民と浪江町に対し、国内外から多くのご支援を

賜りましたこと、厚く御礼申し上げます。

　平成 23 年 3 月 11 日、浪江町は震度 6 強の強烈な揺れと 15 メートルを

超える大津波によって、沿岸部の請戸、棚塩（南棚塩）、中浜、両竹地区に

壊滅的な被害を受け182人の尊い命を失いました。そして、翌日発生した

福島第一原子力発電所の事故によって全町避難を余儀なくされ、21,000人

余りの全町民が着の身着のまま避難することとなりました。そうした過酷

な避難生活の結果、多くの方々が震災関連死として、無念にも命を落とさ

れています。

　あの日を境に私たちの日常は奪われ、誰もが必死に走り続けた10年間でした。

様々な困難とともに月日は流れ、今も、ふるさとの復興は道半ばであります。

　しかし、止まない雨は無い、明けない夜は無い。前を向かなければなりま

せん。町が再び賑わいを取り戻すまで、すべての力を結集し、ふるさと再生に

取り組んでまいります。
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　私たちは今を生きる者として、将来を担う子や孫たちに町の財産である

歴史、文化、産業等を引き継いでいく責任があります。この重大な責任

を果たすため、本誌を「震災の記憶・記録」、「復興への軌跡」だけにとど

まらず、皆さんの 「ふるさと浪江」への“想い”までもしっかりと反映し

たものにしたいと考え、町の各地区、様々な世代、立場の方々からお話を

伺ってまいりました。お忙しい中ご協力いただいた方々に、改めて御礼を

申し上げます。

　たとえ離れていても本誌が、あの懐かしい「震災前の町」から、現在の

「復興期」、そして「町の未来」へと、私たちの想いをつなぐ絆となることを

願っています。

　末筆になりますが、今日の復興の礎を築かれ、志半ばで逝去された馬場

前町長に対し、改めて感謝申し上げるとともに、心から哀悼の意を表します。

　町の復興には未だ課題が山積しておりますが、議会並びに町民の方々と

力を合わせ、将来にわたり安心して暮らせる「持続可能なまちづくり」に

全力で取り組んでまいります。

令和３年６月吉日

浪江町長　吉 田  数 博
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